






    09（小学校） 

 

（（７７））単元を通じての成果と課題単元を通じての成果と課題        

＜成果＞ 

・授業の中で具体物の操作や写真の提示など、子どもたちを引きつける工夫が効果的であった。 

・ターゲットセンテンスを設定して、繰り返し文型に当てはめて言葉にしていくことによって、

どの子も理解を深めていくことができた。 

＜課題＞ 

・写真のカードに置き換えることやカードを数字に置き換えるタイミングが早すぎた。せっかく

のたまご(具体物)を用意しているのだから、対象児童の反応を見て、もっとゆっくりと活用す

べきであった。 

・５×６は間違いとしても、対象児童がどういう意味で５×６にしたのかの考え方を大切にする

べきであった。その点が、あやふやなまま授業を進めてしまった。もっと、丁寧に確認してい

くことが必要である。 

【ワンポイントアドバイス】 

【ポイント１】「ターゲットセンテンス」の提示の場面 

 日本語の目標（本時）である「『６個入りのパックが○つ分で、６×○です。』と説明をしなが

ら、６の段の九九を構成することができる。」は、ターゲットセンテンスともなっており、この授

業の要となる言葉です。ここでは、○つ（ひとつ、ふたつ、みっつ…）という数え方が入っていま

す。この数え方は、いち、に、さん…という数え方を知っている児童でも定着していないことが多

いです。この目標を達成するためには、授業前に「○つ」という数え方を定着させる必要があると

いえます。 

具体的な指導例として、取り出し授業等で、この単元での授業始めに毎回、「ひとつ、ふたつ、

みっつ、…ここのつ、とお」まで「１

ひと

つ、２

ふた

つ、３

みっ

つ… ９

ここの

つ、１０

と お

（ルビ付き）」と書かれた紙

（黒板）を見ながら、練習を行う必要があります。 

対象児童にとっては、日本語の習得状況や在籍期間等の違いはあるとしても、新しい語を聞いて

自然に覚えることは、日本人児童と違い一般的に難しいことだといえます。その授業に必要な日本

語は、その都度、練習させることでしか定着しないので、効果的な指導の工夫が必要となります。 

また、「いち、に、さん…」以外の数え方は算数では頻繁に出てくる上に、教師は日常的にも無

意識に使っている場面がよくあるのではないでしょうか（例えば「（ゲームなどで取る）1 ポイン

ト」を「イッポイント」と発音するなど）。対象児童にとっては、口頭だけだと、どの数字を指し

ているのか分からない場合があります。教科指導以外の場面においても対象児童の実態に合わせ、

教師が意識し、黒板や掲示板に数字と読み方を示しておく等の配慮や分かりやすい学習環境を整え

ておくことも重要であるといえます。  


